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1
森
林
・

林
業
東津野・城川線における自然環境保全工
法への取り組み

未舗装林道の改良（アスファルト舗装、木製ブロック積工、ス
ロープ、カゴエ、植生土のうの設置） ○ ○ ○

2
森
林
・

林
業
ふるさと林道「成谷線」開設工事 ふるさと林道開設工事（木製の山留ブロック、ケーブル式ガード

レール） ○

3
森
林
・

林
業 ふるさと林道緊急整備事業

地元産木材を使った木造橋の建設（自然素材の利用、歴史や気候
風土に配慮） ○

4
森
林
・

林
業
各種森林事業 木製品を多用した森林公園の整備（自然素材の利用） ○

5
森
林
・

林
業
生活環境保全林整備事業

快適な生活環境、自然環境の保全・形成を図る生活環境保全林整
備事業。

○

6
森
林
・

林
業 生活環境保全林整備事業

治山施設の修景（自然景観への考慮、景観との違和感が生じない
色彩や材料、自然素材の利用） ○ ○

7
森
林
・

林
業
森林居住環境整備事業　三谷塩明線開設
工事

天然素材の活用による自然環境の保全 ○ ○
広
島
県

8
森
林
・

林
業
ふるさと林道緊急整備事業　河内高野線
開設工事 地元産木材利用による景観を配慮した木橋の架設 ○

広
島
県

9
森
林
・

林
業
合併支援緊急農林道整備事業　郷原野呂
山線開設工事

カラーモルタル吹付け工法による法面の景観配慮（周辺との調和
を図った景観配慮） ○

広
島
県

10
農
地
・

農
業
県営ため池等整備事業（一般）　赤蔵ヶ
池改修工事

ため池（工事中池内水位の確保による環境への影響軽減、コンク
リート使用の低減による周辺景観との調和） ○ ○

11
農
地
・

農
業
ふるさと水と土ふれあい事業　麓川地区 緩傾斜の堰を設けることで、魚の遡上を可能にし周囲の景観との

調和に配慮した取水堰（魚道を整備した堰の改修） ○ ○ ○

12
農
地
・

農
業
ふるさと水と土ふれあい事業　蔵貫村地
区

用水路の改修とともに、自然環境保全に努め、蛍の繁殖を目的と
した水路の整備（石積み、ほたるブロック） ○

13

14
農
地
・

農
業
ふるさと水と土保全モデル事業　満穂地
区

屋根付き橋の復元（歴史的景観の修景） ○ ○

15
農
地
・

農
業
ふるさと水と土保全モデル事業　寺藪地
区

歴史的遺産価値の高い農業施設であり、寺藪地区のシンボルにも
なっている飛石橋の改修（歴史的景観の保全） ○ ○

16
農
地
・

農
業
農村総合整備事業　牛渕地区　集落水辺
環境整備

地域の田畑を潤す貴重な農業用水源として利用され、地域住民の
憩いの場となっている泉の改修（多面的機能を活かした整備）

○ ○

17
農
地
・

農
業 ほ場整備事業　永長地区

老朽化のため廃止するため池から希少種の集団移植を図る。ビオ
トープの形成（移植による希少動植物の保全） ○ ○

18
農
地
・

農
業
農村振興総合整備統合補助事業（地域環
境整備）中寺弁天泉改修工事

湧水量が以前にくらべ減少、護岸も老朽化により崩壊の為の泉改
修（用水確保、ふれあいの場の創出） ○ ○

19
農
地
・

農
業
地域用水環境整備事業　通谷池環境整備
工事

大型レジャー施設（運動公園、動物園、子供の城）が隣接し、安
全で快適な憩いの場、交流の場を提供する。ため池整備（遊歩
道、ふれあいの場の創出）

○ ○

20
都
市
・

公
園
緑
地 都市公園整備事業 自然観察園計画（湿地植物の栽培、八つ橋等） ○ ○ ○

21
都
市
・

公
園
緑
地
都市計画街路事業（東一万道後線　道後
工区） 植樹帯・街路樹の整備（都市計画道路における街路樹の整備） ○

22
都
市
・

公
園
緑
地 公共下水道事業（アクアパークモデル事
業）

水処理施設の上部に処理水を活用した公園を設置（生活環境の保
全） ○

23
都
市
・

公
園
緑
地 公共下水道事業

散歩道、遊歩道といった線的な機能に下水処理水を再利用した水
辺空間を付加し、潤いのある『水と緑のオープンスペース』を創
設。

○

24
都
市
・

公
園
緑
地 都市公園整備事業

歴史学習の場として活用できるよう、埋蔵文化財の発掘調査に基
づき、当時の姿を立体復元しを再現する。 ○

25
都
市
・

公
園
緑
地 都市公園整備事業 歴史文化や自然とのふれあいを学ぶ郷土の薫り高い空間としての

公園の整備
○ ○

26
道
路 各種道路事業

小動物や虫の移動を助ける傾斜が緩やかな石張側溝及び皿形側溝
の設置（エコロード） ○

27 道
路
各種道路事業 切土法面工（郷土種による樹林化工法） ○

番
　
号

事
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区
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28
道
路 道路空間バリアフリー整備事業

歩道の段差、勾配、傾斜の改善・視覚障害者誘導ブロックの設置
を施すバリアフリー空間の整備（生活環境の保全） ○

29 道
路
電線共同構整備事業 景観形成を図るため電線類を地下に収容するなどの配慮。電線共

同溝（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）を設置。 ○

30
道
路 いやしの道づくり整備事業 「やすらぎ」や「いやし」を感じることができる道路空間づくり ○

31 道
路
舗装道改良事業 低騒音舗装を施す道路騒音対策（生活環境の保全） ○

32
道
路
交通安全施設等整備事業

歩道部に雨水を地下に浸透させる透水性舗装を施す地下水涵養
（生活環境の保全）

○

33
道
路 道路改築事業 文化財や自然環境に配慮した道路改良計画 ○

34 河
川
総合流域防災事業 多自然河川（法枠ブロック、植生土のう、緩傾斜落差工による河

川改修）
○ ○ ○

35
河
川 県単河川局部改良事業

治水能力の向上および水域と陸域に多様な自然環境を形成するこ
とに配慮した多自然河川 ○ ○ ○

36 河
川
総合流域防災事業 治水能力の向上および水域と陸域に多様な自然環境を形成するこ

とに配慮した多自然河川 ○ ○ ○

37
河
川 各種河川事業

周囲との景観の調和、自然環境、生態系の保全及び復元をし、失
われた環境に対する代償措置（ミティゲーション）として、自然
環境の復元を計る。

○ ○

38 河
川
各種河川事業 多自然河川(自然河岸保全、河岸洗掘防止、樹林帯、湿地保全、袋

詰玉石工、水制工、間伐材活用、リサイクル、新技術活用) ○ ○
高
知
県

39
河
川 広域基幹河川改修事業 多自然河川（多様な生態系、かごマット、よせ石、空間の再生） ○ ○

40 河
川
各種河川事業 多自然河川（魚道遡上調査、床止工落差工） ○

徳
島
県

41 河
川
各種河川事業 地域のレクリェーション拠点・親水拠点となるよう水質浄化事業

と併せて親水護岸・水辺部を整備
○ ○ ○ ○

42
河
川
ふるさとの川整備事業/地方特定河川環境
整備事業

自然を活かした川づくりへの強い要望を受け、「小田川水辺空間
整備検討委員会」を発足し、河川管理者と地元が一体となって、
河川環境の整備を実施。

○ ○

43 河
川
広域基幹河川改修事業（補助事業）/山村
振興農林漁業特別対策事業（補助事業）

個性あるまちづくりを展開し、町内外の人と人との交流、自然と
の共生、若者定住の促進、地域経済の活性化などを目的とし、改
修事業と一体となって広見川河川公園を整備した。

○

44
河
川 国分川　激甚災害対策特別緊急事業

多自然河川（動植物の生息空間の確保、現地発生材の再利用、工
期短縮と省力化、専門家の協力と小学生による体験学習） ○ ○

高
知
県

45 河
川
平成１３年度直轄河川環境整備事業（芦
田川水辺公園整備）

水質浄化、親水性護岸、河川生態系の保全、多自然型川づくり
（水路・ワンド等を設置し親水性に配慮した水辺公園）の整備 ○ ○

広
島
県

46
河
川
一級河川江の川水系本村川　統合河川整
備事業 多自然河川（連結自然石護岸の採用、景観配慮） ○

広
島
県

47 砂
防
大久保谷川　水と緑豊かな渓流砂防事業

自然型河川（自然環境の再生、住民と河川技術者、河川公園の整
備、自然素材を使って、ふるさとの森の植樹祭、川に子供たちが
戻って来る日）

○ ○
徳
島
県

48
砂
防 通常砂防事業 スリット型構造の砂防堰堤の検討（鋼製スリット砂防堰堤） ○

49
砂
防 通常砂防事業 環境保全工法（自然素材を利用した工法、間伐材） ○ ○

50 砂
防
通常砂防事業

歴史・伝統などの社会的環境を持つ地域に配慮した親水護岸、斜路式落差工等
の整備を行うことにより、景観や親水性の向上、生態系の回復等を図り、周辺
の地域環境にふさわしい良好な渓流環境を再生する。

○

51
砂
防 水と緑豊かな渓流砂防事業

親水性に配慮した施設の設計、豊かな自然及びこれら周辺の地域
環境に調和した渓流空間の創造を目指した「水と緑豊かな渓流砂
防事業」。

○

52 海
岸
公共土木施設愛護事業「愛ビーチ制度」 ボランティアによる美化清掃活動支援（海岸環境、海岸づくり、

美化清掃活動）
○

53
港
湾
・

漁
港 港湾改修事業

レッドデータブックに記載のある「コアマモ」の存在が確認され
たため、藻場移植を実施（海域生態系の保全） ○

54 海
岸
馬磯漁港海岸保全施設整備事業（高潮）

離岸堤築造工事（干潟の保全・海水交換を考えた透過堤の採用、
リサイクル材(スラグ)の活用、残土処理を抑制する為のサンドコ
ンパクションパイル工法）

○ ○
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55
港
湾
・

漁
港 港湾改修事業

海水交換型防波堤（カーテンウォール）（海水の停滞流防止によ
る水質の保全） ○

56 海
岸
海岸高潮対策事業 藻場・干潟の保全（水質浄化機能等を備えた人口干潟の整備） ○

57
海
岸 海岸環境整備事業

飛砂・潮風等の被害を防止するために植栽を実施した景観保全工
法（緑化による修景） ○

58 海
岸
海岸環境整備事業 近隣には、町民会館、体育館など文化スポーツ施設が整備されて

おり、気軽に海辺とふれあうことができる利用しやすい海岸。 ○

59
港
湾
・

漁
港
豊田漁港修築事業

水産業の振興を図りつつ、地域の人々との交流を深めるための親
水施設や緑地広場等を有する良好なウォーターフロントの整備。

○

60
港
湾
・

漁
港 海域環境創造事業 アマモ場の保全（アマモの移植） ○

広
島
県

61 海
岸
地方港湾　竹原港　港湾海岸保全施設整
備（高潮対策）事業

干潟を前面に配した面的防護 ○
広
島
県

62
自
然
公
園 瀬戸内海国立公園塔ノ峰園地整備工事

自然公園再整備（自然環境保全に配慮した計画、現況地形を活か
した工法、ウッドブロックによる土留） ○ ○ ○ ○

63
自
然
公
園 瀬戸内海国立公園開山頂上園地整備工事 自然公園再整備（自然環境保全に配慮した計画、現況地形を活か

した工法、木道の設置） ○ ○ ○ ○

64
自
然
公
園 長距離自然歩道四国のみち再整備事業

四国のみち再整備（地域の歴史文化の保全、自然素材を利用した
工法、木材の利用） ○ ○

65
建
築
物
地域調和型エコ・ハウス整備事業 愛媛県体験型環境学習センター（えひめエコ・ハウス）の建築 ○ ○

66
道
路 生活道路改良整備事業 切土法面工（郷土種による樹林化工法） ○

67 道
路
生活道路改良整備事業 切土法面工（郷土種による樹林化工法） ○ ○ ○

68
港
湾
・

漁
港
漁業集落環境整備事業 集落環境整備（下水処理場） ○ ○

69
自
然
公
園 自然公園施設災害復旧事業

自然公園災害復旧（自然環境保全に配慮した計画、現地で採取し
た種子を用いて法面を緑化する工法、植生基材吹付工） ○ ○

70
自
然
公
園 自然観察会開催事業 自然観察会の開催 ○


